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2026 年 7 月 22 日 

公益財団法人日本陸上競技連盟 

 

北京 2027 世界陸上競技選手権大会 

トラック＆フィールド種目日本代表選手選考要項 
 

１． 編成方針 

2027 年度最重要国際競技会と位置づけ、より多くのメダルや入賞を獲得することを目標とし、 

メダル獲得及び 8 位入賞を目指す競技者で選手団を編成する。 

 

２．開催地 

  北京（中国）  

 

３．開催期間 

  2027 年 9 月 11 日（土）～9 月 19 日（日） 

 

４．対象種目 

（１）男子 

100m、200m、400m、800m、1500m、5000m、10000m、3000mSC、110mH、  

400mH、走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投、 

十種競技 

（２）女子 

100m、200m、400m、800m、1500m、5000m、10000m、3000mSC、100mH、  

400mH、走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投、 

七種競技 

 

５．参加資格有効期間 

  10000m・混成競技・リレー競技   2026 年 2 月 23 日（月）～2027 年 8 月 22 日（日） 

その他の種目           2026 年 8 月 23 日（日）～2027 年 8 月 22 日（日） 

   

６．主なスケジュール 

2026 年 

2 月 23 日（月）   10000m、混成競技、リレー種目 参加資格有効期間開始 

8 月 23 日（日）   その他の T&F 種目 参加資格有効期間開始 

12 月 5 日（土）   第 110 回日本陸上競技選手権大会・10000m 

2027 年 

5 月 25 日（火）～30 日（日）     アモイ 2027 アジア陸上競技選手権大会（以下「アジア選手権」 

という。） 

6 月中予定                第 111 回日本陸上競技選手権大会（予定） 

6 月中予定               第 111 回日本陸上競技選手権大会・混成競技（予定） 

8 月 22 日（日）   参加資格有効期間終了 

8 月 25 日（水）   ワールドアスレティックス（以下「WA」という。）から 

     参加資格者公表 

・参加標準記録によって参加資格を取得した競技者 

・ワイルドカードの対象者 

・基準ワールドランキング*1で参加資格を取得した競技者 

・エリアチャンピオン（詳細の規程： Qualification System） 

・参加資格を取得したリレーチーム 

 8 月 27 日（金）      各国によるエントリー締め切り 

 8 月 28 日（土）           WA による全種目の未使用出場枠の再配分 

 8 月 30 日（月）           最終エントリー完了 
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*1 本要項において、基準ワールドランキングとは、本大会参加資格の基準となるワールドランキン

グをいい、WA より「Road to Beijing」として公表される予定である。URL は、WA が公表次第追記

予定である。 

               

７．選考競技会 

  １）第 111 回日本陸上競技選手権大会（2027/未定）※10000m は除く 

 ２）第 111 回日本陸上競技選手権大会・混成競技（2027/未定） 

 ３）第 110 回日本陸上競技選手権大会・10000m（2026/東京）    

 

８．選考基準 

下記の各条件中の競技成績については、当該種目に係る成績のみ考慮する。下記の数字の若い順

に優先する。 

 

（１）【内定条件】 

１）ワイルドカードにより本大会の参加資格を得た競技者。 

２）2027年 3 月の最終の更新後の標準ワールドランキング*2において、8位以内（1カ国 3名） 

の最上位の競技者で、参加資格有効期間開始日からアジア選手権当該種目の終了時点までに 

参加標準記録*3 を満たした競技者。 

３）アジア選手権で優勝した競技者で、参加資格有効期間開始日からアジア選手権当該種目の終 

了時点までに参加標準記録を満たした競技者。また、該当者が複数である場合は、下記の項 

目（数字の若い順に優先）により優先順位を定め、1 名のみ内定とする。 

① 参加資格有効期間開始日からアジア選手権当該種目の終了時点までの WRk 対象競技会にお

ける記録上位の競技者 

② アジア選手権直後に反映された標準ワールドランキング上位者 

４）選考競技会で優勝した競技者で、参加資格有効期間開始日から選考競技会当該種目の終了時

点までに参加標準記録を満たした競技者。また、該当者が複数である場合は、下記の項目

（数字の若い順に優先）により優先順位を定め、1 名のみ内定とする。 

① 参加資格有効期間開始日から選考競技会終了時点までの WRk対象競技会における記録上位

の競技者 

② 選考競技会直後に反映された標準ワールドランキング上位者 

 

 *2：標準ワールドランキングとは、WA から常時公表されているワールドランキングをいう。 

   https://www.worldathletics.org/world-rankings/ 

*3：参加標準記録：ワールドランキングカテゴリーC 以上の競技会が対象となる 

 

  （２）【選考条件】 

１）選考競技会 8 位以内の成績を収めた競技者で、参加標準記録を満たした競技者。ただし、 

下記の項目（数字の若い順に優先）により優先順位を定める。 

① 選考競技会の順位上位者  

② 基準ワールドランキングの順位上位者 

２）選考競技会 8 位以内の成績を収めた競技者で、基準ワールドランキングにより本大会の参 

加資格を得た競技者。ただし、下記の項目（数字の若い順に優先）により優先順位を定め 

る。  

① 選考競技会の順位上位者  

② 基準ワールドランキングの順位上位者 

３）参加標準記録を満たした競技者。  

ただし、下記の項目（数字の若い順に優先）により優先順位を定める。 

① 基準ワールドランキングの順位上位者 

② 参加資格有効期間内の WRk 対象競技会における記録上位者 

４）基準ワールドランキングにより本大会の参加資格を得た競技者。  

ただし、下記の項目（数字の若い順に優先）により優先順位を定める。 

① 基準ワールドランキングの順位上位者 

② 参加資格有効期間内の WRk 対象競技会における記録上位者 

https://www.worldathletics.org/world-rankings/
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５）WA による全種目の未使用出場枠の再配分により参加資格が認められた競技者で、参加資格 

有効期間に WRk 対象競技会において本連盟が定めるエントリー下限設定記録を満たした 

競技者。 

      

９．選考方法 

故障等により、大会本番で競技力を発揮できないと判断された場合を除き、上記選考基準に従い

下記の方法で選考する。 

１）選考基準（１）内定条件を満たした場合、即時内定とし、専務理事が承認することにより決定

する。 

２）WAによる参加有資格者公表時の選考（選考基準（２）選考条件１）～４）、2027 年 8月 25日

以降予定）： 

前記１）の項により選考された者では WA の定める各種目の出場可能人数を満たさなかった場合、 

選考条件１）～４）に従い、強化委員会が原案を作成し、選考委員会の議を経て、専務理事が承 

認することにより決定する。 

３）WA による全種目の未使用出場枠の再配分による追加（選考条件５））： 

各国のエントリーでは WA の定める各種目の出場可能人数を満たさなかった場合に、WA から

追加による参加資格が認められた競技者について、強化委員会が原案を作成し、専務理事が承

認することにより決定する。 

※前記１）～３）にかかわらず、選考後に辞退等により選考を取り消すべき状況が発生した場合

には、その時点において適用すべき決定手続により、必要な選考（既に決定した選考の取り消

しも含む）を行うものとする。 

 

１０．補足 

（１）代表選手は、編成方針及び選考基準に則って選考されるが、WA が定めるエントリー数の上限

の枠の範囲において選考条件を充足した者を全員選考することを保証するものではない。 

（２）WA が定める Qualification System に準じて必要に応じて、補欠選手を選考できる。 

（３）代表選手は本連盟または大会主催団体が定める義務及びその他必要事項を遵守するものと 

する。   

本連盟が定める日本代表選手等に関する規程（参考）：   

・日本代表選手等の肖像等に関する規程   

・日本代表選手等の公式衣類に関する規程   

・日本代表選手等に関する行動規範 

（４）代表選手は、選考後のトレーニング状況を報告すると共に、医事委員会がメディカルチェック

の必要があると判断した場合は、応じる義務を負うものとする。 

（５）下記の項目に該当する場合は、代表を取消すことがある。 

１）アンチ・ドーピング規則に反した場合 

   ２）故障等により、競技力を発揮できない事態が生じた場合 

  ３）前記（３）（４）を遵守しない場合 

（６）天災、疫病の流行その他の理由による選考競技会の開催中止またはその開催方法等の変更に伴

い、選考競技会、選考基準及び選考方法について、専務理事の決定により、変更することがで

きる。ただし、選考基準について基本的な考え方の変更を伴う場合には、理事会の決議を要す

るものとする。 

（７）WA が定める Qualification System に変更があった場合は、選考競技会、選考基準及び選考方

法について、専務理事の決定により、変更することができる。ただし、選考基準について基本

的な考え方の変更を伴う場合には、理事会の決議を要するものとする。 

以上  

https://www.jaaf.or.jp/pdf/about/guidelines/shozo_kitei.pdf
https://www.jaaf.or.jp/pdf/about/guidelines/irui_kitei.pdf
https://www.jaaf.or.jp/pdf/about/guidelines/koudou_kihan.pdf


 

- 4 - 
 

北京 2027 世界陸上競技選手権大会 

トラック＆フィールド種目ターゲットナンバー・参加標準記録 
 

参加標準記録  ：ワールドランキングカテゴリーC 以上の競技会が対象となる 

参加資格有効期間：10000m・混成競技・リレー競技   2026 年 2 月 23 日（月）～2027 年 8 月 22 日（日） 

その他の種目           2026 年 8 月 23 日（日）～2027 年 8 月 22 日（日） 

 

男子 

種目 

女子 

ﾀｰｹﾞｯﾄﾅﾝﾊﾞｰ 参加標準記録 ﾀｰｹﾞｯﾄﾅﾝﾊﾞｰ 参加標準記録 

48 9.95 100m 48 10.96 

48 20.07 200m 48 22.45 

48 44.45 400m 48 50.00 

56 1:43.00 800m 56 1:57.50 

56 3:33.00 1500m 56 3:58.00 

42 
12:50.00 

12:50 

5000m 

5km ロード 
42 

14:36.00 

14:36 

27 
26:48.00 

26:48 

10000m 

10km ロード 
27 

30:40.00 

30:40 

40 13.18 110mH／100mH 40 12.60 

40 48.00 400mH 40 54.00 

36 8:08.00 3000mSC 36 9:06.50 

36 2.30 走高跳 36 1.96 

36 5.90 棒高跳 36 4.75 

36 8.25 走幅跳 36 6.86 

36 17.35 三段跳 36 14.40 

36 21.50 砲丸投 36 19.30 

36 67.20 円盤投 36 64.50 

36 78.30 ハンマー投 36 74.00 

36 85.50 やり投 36 63.40 

24 8620 十種競技／七種競技 24 6550 

ﾊﾎﾞﾛｰﾈ 2026 ﾜｰﾙﾄﾞﾘﾚｰｽﾞ上位 12 ヶ国 

+WA ﾄｯﾌﾟﾘｽﾄ上位 4 ヶ国 

4×100m リレー 

4×400m リレー 

混合 4×100m リレー 

混合 4×400m リレー 

ﾊﾎﾞﾛｰﾈ 2026 ﾜｰﾙﾄﾞﾘﾚｰｽﾞ上位 12 ヶ国 

+WA ﾄｯﾌﾟﾘｽﾄ上位 4 ヶ国 
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北京 2027 世界陸上競技選手権大会 

トラック＆フィールド種目 日本代表選手 エントリー下限設定記録 
 

WA による全種目の未使用出場枠の再配分があった場合のみエントリー下限記録を適用する。 

調整中（8 月下旬公表予定） 

 


